
びっくりうまい！

岐阜の味



岐阜の食文化
日本の中央、東西の食文化分け目の地



日本の中央、東西の食文化分け目の地

• 飛騨エリアと美濃エリア 

• 7つの県に囲まれた内陸文化。山間地とさまざまな河川流域ならで
はの食文化が発展 

• 淡水魚（川魚）の食文化。長良川の鮎など 

• 高温多湿でも食べられる／冬越しのための保存食が発達 

• 例：朴葉味噌、五平餅、赤かぶ漬け、鮎なれずし、すったて汁、
栗きんとん











じゃがいもドーナツ（ぱたーた岐阜店）
子どもを思ってできた野菜のドーナツ

• じゃがいもをふんだんに使用した、もちもち食感のドーナツ 

• 子どもが野菜を食べられるようにとじゃがいもを使用 

• 注文を受けてから揚げるスタイル 

• 黄色ののぼりをめがけて来るお客様も多し















セントラルパーク『金公園』
「ミチクサエンニチ」に迷い込む

• 2023年3月リニューアルオープン 「ここは、みんなの場所」 

• サンデービルディングマーケット（サンビルエリア）の一つ 

• 都心に広がる憩い、うるおい、にぎわいの空間 

• 「公園を訪れる皆さまが主役となり楽しむことができます」













KAWASHIMA
岐阜に根を張り、フランスのお菓子を伝える

• 岐阜県出身の川島さんのパティスリー。想いのPOPがすごい 

• 鷲見さんのクライアント 

• なにより“味”を大切に、丁寧に手作りしたお菓子を届けたい 

• 柳ヶ瀬から美殿町商店街に2020年に移転











ニュー柳屋食堂
岐阜名物「鶏ちゃん」が食べられる美濃の老舗

• 鶏肉、野菜にたれを絡め炒めたソウルフード 

• 誕生は1950年ごろ。ジンギスカンのオマージュ!? 

• 創業70年。3代目も手伝う。リニューアル時に「ニュー」とした 

• 郡上市や下呂市、高山市などにも伝わり、郡上市では観光資源の
ひとつ



























うだつの上がる街並みとフィンガーフード
レトロなまちを食べ歩こう

• ユネスコ世界無形文化遺産 

• 美濃和紙の産地として栄え、「うだつ」はその象徴 

• 「HAPPA STAND」は150年前の古民家を改装した日本茶専
門店。2017年アメリカ帰りのオーナーによりOPEN 

• 「肉の喜楽」20以上の惣菜。目玉は背脂で揚げたコロッケ









冷やし？きつね？たぬき？
看板メニュー「冷やしたぬき」は必食

• 「京町 更科」1928年創業。甘辛のつゆは創業以来継ぎ足し 

• 「ころそば」に「揚げと天かすを一緒に」という要望から。冷
水で締めたそばに、刻みネギ、ワサビ、油揚げ2枚が標準 

• 寒い季節でも7～8割の客が注文 

• 岐阜市内の専門店、ラーメン店、居酒屋にも波及



ミックスカルチャーが生み出す食文化




